
市民活動のための助成金情報 2025年 月号

各助成金情報の詳細（資料請求・申請方法等）については、
それぞれの問合わせ先にご確認頂くか、いちのせき市民活動センターにご相談ください。
また、このほかにも当センターの情報コーナーに助成金情報を掲示しています。
どうぞご利用ください。
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詳細はこちらから→

｢2025年緑の募金助成一般公募事業【森林整備・緑化推進、国際協力】」(公益社団法人国土緑化推進機構)
国内外で行う森林整備又は緑化推進の活動で、複数の都道府県にわたるなど広域的な事業効果の波及が期待され、
広く一般参加を呼びかけて行う次の事業に対し助成します。【森林整備・緑化推進】森林の整備または緑化の推
進、災害に強い森林づくり事業、山村住民と都市住民の協働による森林の整備など。【国際協力】砂漠化防止や
熱帯林再生のための森林整備、土砂流出防止・水源かん養・薪炭林構成等のための森林の整備、公園・学校への
植樹等による緑化の推進など。対象期間:2025年７月１日(火)～2026年６月30日(火)

対象：森林ボランティア、里山保全団体、NPO等
金額：【森林整備・緑化推進】１事業あたり上限200万円、【国際協力】1事業あたり上限300万円
締切：2025年３月15日(土)※24時まで(2025年7月上旬郵送にて助成決定通知)
電話：03-3262-8457 (平日:9時半～18時 )

森づくりや人と自然が繋がる社会づくりを応援

NEW

詳細はこちらから→

｢サントリー“君は未知数”基金」 (特定非営利活動法人エティック)
10代の子どもや若者が、自分の未知なる可能性に気づき、それを育んでいくための機会や環境を地域や社会に広
めていく事業・活動に取り組む団体に対し助成します(団体の事業・活動例:10代の子ども・若者が集まり、交流
や学ぶことができる、または何もしなくても安心して過ごせるユースセンターや居場所の設置と運営。10代の子
ども・若者が興味に応じて、主体的に参画できる交流や自然体験、権利主体としての力を育む取り組みの提供な
ど)。対象期間:2025年７月～2027年６月の２年間

対象：法人格を持つ民間非営利団体(NPO法人、財団法人、社団法人、社会福祉法人等で、年間予算規模1,000
万円以上2億円以下、1名以上の有給職員がいること)
金額：１団体あたり上限1,000万円(下限500万円。助成総額6,000万円。採択団体数６～10件を予定)
締切：2025年３月18日(火) ※正午(2025年４月末一次選考結果、６月二次選考の結果通知予定)
問合：kimi_wa_michisu_fund@etic.or.jp

10代の子ども・若者に向き合うNPO等の
事業や組織運営の基盤強化を応援
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対象：民間の非営利団体、非営利法人、個人(調査研究に限る)
金額：1団体あたり上限100万円、個人の上限70万円
締切：2025年３月15日(土)※郵送の場合は同日消印有効(2025年７月上旬結果通知)
電話：03-3262-8457(平日:9時半～18時、担当:基金業務部 大沼) 詳細はこちらから→

「令和７年度『緑と水の森林ファンド』」 (公益社団法人国土緑化推進機構)
幅広い民間団体等の主体的・多様な参加による「国民参加の森林づくり運動」の推進を図る次の活動に対し助成しま
す。①普及啓発(人生100年時代におけるライフステージに応じた森林空間利用の促進を図るための普及啓発活動等)、
②調査研究(森林の保全・公益的機能の増進に関する調査研究等)、③活動基盤の整備(森林ESDの促進(森のようちえ
んを含む)や緑の少年団活動など森林ボランティアリーダーの養成・ネットワーク形成の等の活動支援等)、④国際交
流(国内で開催される森林に関する国際会議への支援等)。対象期間:2025年7月1日(火)～2026年6月30日(火)

幅広い民間団体の参加による
「国民参加の森林づくり運動」を応援
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対象：森林ボランティア、里山保全団体、NPO等
金額：１事業あたり上限200万円
締切：2025年３月15日(土)※24時まで(2025年7月郵送にて助成決定通知)
電話：03-3262-8457 (平日:9時半～18時 )

｢2025年緑の募金助成 次世代育成公募事業」 (公益社団法人国土緑化推進機構)
国内において高校生・大学生などの若者を将来の森づくりリーダーとして育成することを目的とし、次の①～③全てを満
たす活動に対し助成します。①高校生･大学生などの若者が、 山里などの保全、森林での植栽･保育･間伐などの活動、住
居･学校等の生活･教育環境への樹木の植栽など、森林整備や緑化推進の活動に参加する事業で、森林･林業分野で働きた
いと考えている者にとっては体験の機会となるもの。②高校生･大学生などの若者が中心となった団体、或いは若者とと
もに活動を実施している ボランティア団体等が企画･実施する事業。③植栽された樹木の維持管理など、活動の成果の
継承が計画されている事業。対象期間:2025年７月１日(火)～2026年６月30日(火)

詳細はこちらから→
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次世代の森づくりを担う人材育成事業を応援
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いちのせき市民活動センター
〒021-0881 岩手県一関市大町4-29 なのはなプラザ4F
電話：0191-26-6400 ファクス：0191-26-6415
せんまやサテライ ト
〒029-0803 岩手県一関市千厩町千厩字町149
電話：0191-48-3735 ファクス：0191-48-3736

当センターでは毎月1回、｢idea｣最新号の情報、
助成金情報、主催講座のお知らせを載せたメルマ
ガを配信しています。加えて令和4年度より号外
版の助成金情報も必要に応じて発信いたします。

メルマガの
配信・停止の希望は
コチラから

対象：社会福祉法人、NPO法人、認定NPO法人及び3年以上の公益活動を行っている団体

金額：１団体あたり30万円以内(総額600万円以内)

締切：2025年３月末(締切後60日以内に決定を行い、助成の決定を受けた団体のみに通知)

電話：092-503-2919(平日:10時～16時(12時～13時を除く)) 詳細はこちらから→

｢障がい者支援事業 第3回募集」 (一般財団法人あすたむ舎)
障がい者の社会参加と自立を促進し、地域社会と共に心豊かな日常を送り共生社会の実現に貢献するために、次

のような活動を行う障がい者支援団体に対し助成します。①芸術・文化活動に係る活動費(音楽会、展覧会等)、

②スポーツ等心身の向上を図るための活動費、③地域住民と共に実施する活動費、④その他上記(①から③)に準

ずる活動費※決定通知後、１年以内が事業実施期間

障がいを持った方々の社会参加促進を行う団体を応援
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対象：団体(法人格の有無は問わない。但し、原則として永続性のある活動団体である事)、個人
金額：１件あたり30万円～200万円程度(助成予定件数は、保存・伝承・振興に関わる事業が３～４件程度、調
査・研究に関わる事業が１件程度で、助成金額は選考委員会で計画を審査、精査のうえ内定する)
※申請は１団体(個人)につき１申請
締切：2025年３月31日(月)※当日消印有効(2025年7月末文書で通知予定)
電話：03-3494-7653(平日:10時～17時) 詳細はこちらから→

日本の無形の伝統文化の保存・振興を図る
個人・団体を応援

NEW 「令和７年度助成事業」 (公益財団法人ポーラ伝統文化振興財団）
日本の無形の伝統文化の保存・振興をはかるため、伝統工芸技術、伝統芸能、民俗芸能・行事の各分野で保存・伝承・振興
活動および調査・研究活動において、有効な成果が期待できる次のような事業に対し助成します。①無形の伝統文化に関す
る保存・記録作成事業、②無形の伝統文化の後継者育成・普及事業、③無形の伝統文化に関する調査・研究、④無形の伝統
文化の復元・伝承事業、⑤無形の伝統文化の保存のために欠くことのできない技術や原材料・道具等に関する伝承事業

対象：日本国内にて法人格を取得している団体(一般財団法人、一般社団法人、公益財団法人、公益社団法人、社会
福祉法人、NPO法人など)※任意団体(法人格のない団体)に関しては、すでに活動されている児童養護施設長の承
認(印鑑)が必要。
金額：５万円／年(採択団体数は30団体)
締切：2025年３月31(月)(採否は随時メールで通知)
問合：(一社)日本児童養護施設財団HP内の「お問い合わせフォーム」から

「2025年度児童養護施設ボランティアサポート基金」 (一般社団法人日本児童養護施設財団)
児童養護施設は限られた職員数で、職員の方々が毎日子どもたちのケアを行っており、ボランティアの方々によ
る継続的な支援は、子どもたちや職員の方々にとって心強いサポートです。児童養護施設とボランティアが力を
合わせて子どもたちに途切れる事のない支援が行えるための事業に対し助成します。

児童養護施設ボランティアの継続性のある事業を応援

詳細はこちらから→
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対象：団体(法人格の有無は問わないが、支援活動３年以上の実績があり、その活動内容をホーム
ページ、SNS等で公表していること)
金額：１件あたり上限20万円(助成件数:２件程度)
締切：2025年４月11日(金)※17時締切(2025年６月下旬採否を文書またはメールで通知)

電話：03-5425-4201(平日:10時～17時)

「釋海⼼(しゃくかいしん)基金」 (公益財団法人公益推進協会)
釋海心基金は篤志家の方からの寄付を活用して、不安定な社会情勢やストレスの多い職場環境などの
影響で増加する統合失調症などの精神疾患を有する患者の生活支援活動、自殺抑止のための支援活動、
家族を自死で亡くした遺族のサポート活動等を行う団体に対し助成します。

詳細はこちらから→

つながりづくりを目的とした居場所や
地域活動を含む地域住民の助け合い活動を応援
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※Googleフォームにて受付するため、Googleアカウントが必要


